
新
会
員

秋の全国火災予防運動秋の全国火災予防運動秋の全国火災予防運動
11月9 日㊊ ～11月15日㊐
＝ 全国統一防火標語＝

『 無防備な  心に火災が  かくれんぼ 』

所有者（販売店）が
分かるとき

所有者（販売店）が
分からないとき

放
置
さ
れ
た

高
圧
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ス
ボ
ン
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発
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予
防
広
報
課

保
安
規
制
担
当

　
　
　

  

に
連
絡

　

 

所
有
者

（
主
に
高
圧
ガ
ス

販
売
店
）
に
返
却

の募
集

・ 秋季全国火災予防運動
・ 西防火協力会総会
・ 安全功労者内閣総理大臣表彰
・ レクサス東大阪より寄贈
・ 救急の日と救急医療週間

・ 第32回東大阪市西自衛消防隊連合会
・ 東大阪西消防署上小阪出張所の紹介
・ 平成27年上半期消防概況
・ 放置高圧ボンベ撲滅への取組み
・ 甲種防火管理新規講習のご案内 

西防火協力会
だより

西防火協力会
だより 第3号

2015.11月1日発行

・ 秋季全国火災予防運動
・ 西防火協力会総会
・ 安全功労者内閣総理大臣表彰
・ レクサス東大阪より寄贈
・ 救急の日と救急医療週間

・ 第32回東大阪市西自衛消防隊連合会
・ 東大阪西消防署上小阪出張所の紹介
・ 平成27年上半期消防概況
・ 放置高圧ボンベ撲滅への取組み
・ 甲種防火管理新規講習のご案内 

　
平
成
25
年
2
月
、
本
市
内
の
事
業
所

に
お
い
て
、
消
費
し
た
高
圧
ガ
ス
ボ
ン

ベ
に
よ
り
作
業
員
1
人
が
亡
く
な
る
と

い
う
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
事
故
は
事
業
所
に
長
期
間
放
置
さ

れ
た
高
圧
ガ
ス
ボ
ン
ベ
を
、
不
適
切
な

取
り
扱
い
で
処
分
し
よ
う
と
し
た
た
め

に
発
生
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
止
す
る
た
め

に
、
東
大
阪
市
消
防
局
で
は
大
阪
府
下

の
消
防
本
部
（
局
）
及
び
関
係
団
体
と

協
力
し
て
「
放
置
ボ
ン
ベ
撲
滅
」
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
消
防
法
に

基
づ
く
立
入
検
査
の
機
会
を
通
じ
て
、

高
圧
ボ
ン
ベ
を
使
用
し
て
い
る
事
業
所

に
対
し
て
放
置
ボ
ン
ベ
の
有
無
の
確
認

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

【
放
置
さ
れ
た
高
圧
ガ
ス
ボ
ン
ベ
と
は
】

・
長
期
間
使
用
さ
れ
て
い
な
い
高
圧

ガ
ス
ボ
ン
ベ

・
空
き
地
等
に
投
棄
さ
れ
た
高
圧
ガ
ス

ボ
ン
ベ

　
放
置
さ
れ
た
高
圧
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は

腐
食
に
よ
る
破
裂
等
の
事
故
に
つ
な

が
り
危
険
で
す
。

【
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
】

　
放
置
さ
れ
た
高
圧
ボ
ン
ベ
は
ボ
ン

ベ
所
有
者（
主
に
高
圧
ガ
ス
販
売
店
）

に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。
所
有
者
が

わ
か
ら
な
い
と
き
は
、
予
防
広
報
課

保
安
規
制
担
当
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
保
安
規
制
担
当
で
所
有
者
の
確

定
又
は
所
有
者
の
所
在
が
わ
か
ら
な

い
と
き
は
、
関
係
団
体
に
回
収
を
依

頼
し
ま
す
。

〔
主
な
事
故
事
例
〕

　
平
成
26
年
5
月
、
大
阪
府
内
の
飲

食
店
で
高
圧
ガ
ス
ボ
ン

ベ
が
破
裂
す
る
事
故
が

発
生
し
、
幸
い
営
業
時

間
外
に
起
こ
っ
た
事
故

だ
っ
た
の
で
、
け
が
人

は
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

天
井
に
穴
が
開
き
、
床

が
欠
け
、
調
理
設
備
が

問い合わせ先

東大阪市消防局
[ 予防広報課 ]

☎（072） 966 ー 9662
東大阪市東消防署

[ 予防担当 ]
☎（072） 983 ー 0119

東大阪市中消防署
[ 予防担当 ]

☎（072） 966 ー 0119
東大阪市西消防署

[ 予防担当 ]
☎（06） 6788 ー 0119

■
講
習
日
時

　
平
成
28
年
2
月
15
日
（
月
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
50
分

　
　
　
　
　
2
月
16
日
（
火
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
40
分

泫
講
習
は
、
2
日
間
と
も
受
講
し
て

い
た
だ
か
な
い
と
修
了
証
の
交
付

は
で
き
ま
せ
ん
。

■
講
習
会
場

　
東
大
阪
市
消
防
局
（
4
階
） 

　
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

　
東
大
阪
市
稲
葉
1
丁
目
1
番
9
号

■
申
込
受
付
期
間

　
平
成
28
年
1
月
12
日
（
火
）〜

　
　
　
　
　
　
　
　
1
月
29
日
（
金
）

■
申
込
先
・
受
付
時
間

東
大
阪
市
の
各
消
防
署
（
予
防
担
当
） 

で
受
講
申
込
み
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

◎
東
消
防
署
　
鳥
居
町
3
番
3
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
７
２
）９
８
３

－

０
１
１
９

◎
中
消
防
署
　
稲
葉
1
丁
目
1
番
9
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
７
２
）９
６
６

－

０
１
１
９

◎
西
消
防
署

御
厨
栄
町
3 

丁
目
1
番
41
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
６
）６
７
８
８

－

０
１
１
９

受
付
時
間
は
午
前
9
時
か
ら
午
後
5

時
30
分
ま
で
で
す
。（
土
曜
、
日
曜
、
祝

日
を
除
く
。）

泫
会
場
の
都
合
に
よ
り
、
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　
受
講
申
込
書
（
各
消
防
署
に
備
え

付
け
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
東
大

阪
市
消
防
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。） 

に
必
要
事
項
を
記
入
し
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
の
ご
案
内

高
圧
ガ
ス
の
放
置
ボ
ン
ベ

　
撲
滅
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て

高
圧
ガ
ス
の
放
置
ボ
ン
ベ

　
撲
滅
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て

破
損
す
る
な
ど
の
大
き
な
被
害
を
出

し
ま
し
た
。

　
こ
の
飲
食
店
で
は
、
食
品
酸
化
防

止
用
に
窒
素
ボ
ン
ベ
を
購
入
し
た
の

で
す
が
、
長
期
間

使
用
せ
ず
に
放
置

し
て
い
た
た
め
に

錆
が
生
じ
、
そ
の

部
分
が
圧
力
に
耐

え
切
れ
ず
破
裂
し

た
と
推
測
さ
れ
ま

す
。

泫
郵
送
等
に
よ
る
申
込
み
の
受
付

は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

■
受
講
費
用
（
テ
キ
ス
ト
代
） 

４
，
５
０
０
円

消
防
法
第
8
条
に
定
め
る
甲
種
防
火
管
理
者
の

資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
講
習
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　西
防
火
協
力
会
で
は
新
会
員
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
お

知
り
合
い
で
加
入
し
て
い
た
だ
け

る
事
業
所
様
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
と
も
ご
紹
介
下
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

連
絡
先

東
大
阪
市
西
防
火
協
力
会

　
　
　 

（
東
大
阪
市
西
消
防
署
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
６
）
６
７
８
８

－

７
１
９
８

　 

　
　
　
　
　
　
　
　 

担
当 

小
林

（1） 平成27年11月（第３号）

【発　　行】

西 防 火 協 力 会
（東大阪市西消防署内）
ＴＥＬ  06‒6788‒7198

西防火協力会だより 西防火協力会だより （4）



　平成27年度総会が5月19日（火）ベルクラシック大阪で開かれました。
西消防署から、川口署長をはじめ幹部の方々のご臨席をいただき、米島会長他
役員、会員等総勢43名が出席し開催されました。
　平成26年度事業報告、収支決算報告及び監査報告が行われ承認されました。
その後平成27年度事業計画案及び予算
案について審議された結果それぞれ原案
どおり承認・可決されました。
　また、役員の改選が行われ、野口副
会長が相談役に就任されたことに伴い後
任に、西本ガス住設機器㈱西本功氏が
副会長に就任されました。
　その他役員の皆様は再任ということで
承認されました。

消火器操法

東
大
阪
市
西
消
防
署

　
　
　

 

各
署
所
の
紹
介

  

　◎
事
業
所
で
は

○
実
態
に
即
し
た
消
火
、
通
報
、
避
難

の
訓
練
等
の
実
施

○
消
防
用
設
備
等
の
点
検
、
整
備
や
避

難
経
路
と
な
る
階
段
な
ど
の
維
持

管
理

○
豪
雨
災
害
、
地
震
発
生
に
対
す
る
対
応

○
放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り

以
上
の
よ
う
な
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
日

頃
か
ら
対
応
、
周
知
願
い
ま
す

  

◎
火
災
予
防
対
策
の
普
及
・
啓
発

　
期
間
中
、
巡
航
広
報
及
び
一
般
広
報

を
実
施
し
、
本
運
動
を
広
く
市
民
の
皆

様
に
伝
え
、
事
業
所
、
一
般
家
庭
に
お

け
る
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
す
。

○
市
政
だ
よ
り
に
よ
る
広
報

○
百
貨
店
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等

で
の
店
内
放
送

○
防
火
ポ
ス
タ
ー
、
懸
垂
幕
に
よ
る
広
報

○
消
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
広
報

○
特
別
立
入
検
査
の
実
施

順位競技種目 事業所名
優　勝

男子の部

女子の部

混成の部

屋内消火栓操法

学校法人 近畿大学（A）

準優勝 学校法人 近畿大学（B）

敢闘賞

優　勝

準優勝

敢闘賞

優　勝

準優勝

優　勝

準優勝

敢闘賞

学校法人 近畿大学（C）

近畿車輛株式会社

学校法人 近畿大学

ハウスあいファクトリー株式会社

近畿車輛株式会社（部品工場）

学校法人 近畿大学

近畿車輛株式会社（A）

学校法人 近畿大学（A）

学校法人 近畿大学（B）

消
火
器
操
法

第32回　
9
月
29
日
（
月
）
午
前
9
時
30
分
か
ら
近

畿
車
輛
株
式
会
社
グ
ラ
ン
ド
で
東
大
阪
市

西
自
衛
消
防
連
合
会
及
び
東
大
阪
市
西
消

防
署
主
催
の
第
32
回
東
大
阪
市
西
自
衛
消

防
隊
連
合
会
消
防
操
法
競
技
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
　

　
本
大
会
は
東
大
阪
西
自
衛
消
防
隊
連
合

会
各
事
業
所
の
自
衛
消
防
隊
が
消
防
技
術

向
上
と
隊
員
の
士
気
の
高
揚
並
び
に
管
内
無

火
災
を
目
指
し
、
消
火
器
操
法
男
子
・
女

子
・
混
成
の
部
（
23
隊
46
名
）、
屋
内
消
火

栓
操
法
（
9
隊

27
名
）、
32
隊
73

名
が
参
加
し
、

日
ご
ろ
の
訓
練

成
果
を
発
揮
し

競
技
を
行
い
ま

し
た
。
各
事
業

所
の
皆
さ
ん
は
、

各
競
技
に
熱
心

に
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
ま
し
た
。

消火器操法

表彰の様子表彰の様子

　
西
消
防
署
で
最
も
新
し
い
庁
舎
で
あ
る
上

小
阪
出
張
所
は
、
世
界
初
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
完

全
養
殖
化
や
受
験
者
数
が
日
本
一
で
話
題
と

な
っ
た
近
畿
大
学
の
南
隣
に
、
前
庁
舎
の
老
朽

化
に
伴
い
平
成
10
年
12
月
新
築
さ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
車
両
は
、
ポ
ン
プ
車
1
台
が
配
備
さ

れ
、
総
勢
12
名
の
隊
員
が
3
班
に
分
か
れ
24

時
間
体
制
で
従
事
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
地
域
は
高
層
住
宅
、
大
型
商
業
施
設
、

大
学
、
工
場
、
倉
庫
等
の
多
種
多
様
の
建
物
が

混
在
し
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対
応
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
我
々
上
小
阪

出
張
所
職
員
一

同
、
地
域
の
皆

様
と
連
携
を
密

に
し
な
が
ら
、

安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
街

づ
く
り
を
目
指

し
て
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
9
月
16
日
（
木
）
レ
ク
サ
ス
東
大
阪

よ
り
西
消
防
署
に
折
り
た
た
み
式
テ

ン
ト
一
式
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
テ

ン
ト
は
西
消
防
署
で
各
種
諸
行
事
等

に
有
効
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

東
大
阪
市
西
消
防
署

　
　
　

 

各
署
所
の
紹
介

平成26年

19
3
4

26
503
130
25

46,666
22
42
0
5

区　　分 増・減（△減）

12
0

△1
11

△339
△43

14
△22,254

9
17
1

△1

平成27年

31
3
3

37
164
87
39

24,412
31
59
1
4

建 物 火 災
車 両 火 災
その他火災
合 　 　 計

焼 損 床 面 積（m2）
焼 損 表 面 積（m2）
焼 損 棟 数（棟）
損 害 額（千 円）
り 災 世 帯
り 災 人 員
死 者 数
負 傷 者 数

火
災
件
数

1 位　放火（疑い含む）
2 位　こんろ
3 位　電気機器
3 位　電灯電話等の配線

10 件
4 件
3 件
3 件

火 災 原 因
ワ ー ス ト 3

　西消防署管内、平成27年上
半期（1月1日～ 6月30日）の火
災件数は37件で、昨年同期に
比べ11件増加しています。
  火災種別では、建物火災が
約84％を占めており、件数も
昨年同期に比べ12件増加して
います。
　出火原因は、放火(疑いを含
む。）が10件で最も多くなって
います。火災による死者は昨年
同期まで発生しませんでしたが、
本年は1名発生しています。
　なお、この数値は速報値で
あり、確定値ではありません。

■救急概要
　平成27年上半期（1月1日～ 6月30日）
の救急出動件数は、7,126件で、昨年同
期と比べ36件増加しています。

（平成27年1月1日～6月30日  現在と前年同期）（平成27年1月1日～6月30日  現在と前年同期）

上半期消防  概況上半期消防  概況平成27年平成27年

平成27年

31 
ー
ー

678 
98 
28 

944 
68 
91 

4,718 
470 

7,126

火 　 災
自然災害
水 　 難
交通事故
労働災害
運動競技
一般負傷
加 　 害
自損行為
急 　 病
そ の 他
総出動件数

平成26年

32 
ー
1 

716 
91 
46 

906 
71 
79 

4,716 
432

7,090

増・減（△減）

△1

△1
△38

7
△18

38
△3
12
2

38
36

　『無
防
備
な  

心
に
火
災
が  

か
く

れ
ん
ぼ
』 
を
平
成
27
年
度
の
全
国
統

一
防
火
標
語
と
し
、
平
成
27
年
11
月

9
日（
月
）か
ら
11
月
15
日（
日
）ま
で

の
7
日
間
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
火

災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図
り
、

火
災
に
よ
る
死
傷
者
及
び
財
産
の
損

失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎

年『
１
１
９
番
の
日
』で
あ
る
11
月
9

日
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
西
消
防
署
で
は
、
市
内
の
防
火
対

象
物
の
立
入
検
査
や
保
育
園
、
幼
稚

園
等
で
の
防
火
教
室
、
消
防
訓
練
等

の
開
催
、
ま
た
高
齢
者
等
を
中
心
と

す
る
火
災
に
よ
る
死
傷
者
、
被
害
の

軽
減
に
努
め
、
特
に
不
特
定
多
数
の

人
が
利
用
す
る
施
設（
遊
技
場
、
デ

パ
ー
ト
、
ス
ー
パ
ー
等
）の
防
火
管

理
体
制
の
徹
底
及
び
放
火
の
撲
滅
を

重
点
的
に
運
動
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
◎
重
点
目
標

1 

住
宅
防
火
対
策
の
推
進

2 

放
火
火
災
防
止
対
策
の
推
進

3 

特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る  

防
火
安
全
対
策
の
徹
底

4 

多
数
の
者
が
集
合
す
る
催
し
に
対

す
る
火
災
予
防
指
導
等
の
徹
底

「
救
急
車
、
必
要
な
時
は
ど
ん
な
時
？
」

を
主
題
と
し
、
救
急
の
日（
9
月
9
日
）

と
救
急
医
療
週
間（
9
月
7
日
〜
13
日
）

に
合
わ
せ
て
東
大
阪
市
西
消
防
署
は
9

月
7
日
、
近
鉄
布
施
駅
で
消
防
団
員
、

管
内
の
看
護
師
及
び
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

員
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
救
急

フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
救
急
隊
が
中
心
と
な
り
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）を
使
用
し
た
心

肺
蘇
生
法
に
よ
る
応
急
措
置
等
の
救
急

教
室
、
1
1
9
番
通
報
訓
練
や
搬
送
法

及
び
三
角
巾
の
実
演
を
行
い
、
応
急
手

当
の
重
要
性
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
ま

た
、「
救
急
車
が
必
要
な
時
は
ど
ん
な

時
？
」を
テ
ー
マ
に
、
救
急
隊
が
救
急

現
場
で
ど
の
よ
う
な
活
動
を
実
施
し
て

い
る
の
か
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

寸
劇
を
行
い
、
市
民
に
対
し
救
急
業
務

の
紹
介
と
救
急
車
の
適
正
な
利
用
方
法

事故種別
年別

■火災概要

小阪出張所前小阪出張所前

全
国
秋
の
火
災
予
防
運
動

全
国
秋
の
火
災
予
防
運
動

東
大
阪
市
西
自
衛
消
防
隊
連
合
会

　
　
　
　
　消

　防
操
法
競
技
大
会

東
大
阪
市
西
自
衛
消
防
隊
連
合
会

　
　
　
　
　
　消
防
操
法
競
技
大
会

【第32回大会競技結果】

レ
ク
サ
ス

　東
大
阪
よ
り

　
　
　テ
ン
ト
寄
贈

レ
ク
サ
ス

　東
大
阪
よ
り

　
　
　テ
ン
ト
寄
贈

の
普
及
啓
発
を
実
施

し
ま
し
た
。

AEDを↑
使用した   

救急教室   

119番通報　
訓練→

救
急
の
日
と

　救
急
医
療
週
間

 1.  諸 会 議 の 開 催
⑴役員会・常任理事会　　
⑵理事会　　　　　　　　 
⑶総会　　　　　　　   
⑷各部会　   

 2.  研修・講習会の開催
⑴甲種防火管理者講習会への協力
⑵部会研修会への協力

 3.  防火防災普及啓発活動
⑴春季・秋季火災予防運動の推進協力
⑵「救急の日」の推進協力
⑶防火協力会だよりの発行　
⑷防災意識の高揚の啓発

 4.  表 彰 事 業
⑴優良事業所、優良自衛消防隊、

優良防火管理者（事業所）、優良
危険物取扱事業所等の表彰

⑵消防活動に協力した市民、事業所
等の表彰

 5.  助 成 事 業
⑴幼年消防クラブ、女性防火クラブ、

消防団等への育成及び助成

 6.  そ の 他
⑴消防出初式、自衛消防隊操法訓

練大会、年末特別警戒等の行事
に対する参加及び激励

平成27年度　事業計画

… 必要の都度
………………… 随時開催

…………………… 毎年1回
……… それぞれ年1回以上

… 年2回

西防火協力会総会を開催

　7月1日㈬に総理官邸において平成
27年安全功労者内閣総理大臣表彰
式が行われ、火災予防関係部門で
西防火協力会会長米島康夫氏が受
賞されました。
　昭和56年以来西防火協力会の役員
として、現在に至るまで同会の中心的
な存在として、地域行事、街頭におけ
る広報活動に積極的に取り組むなど、
火災予防思想の普及、啓発に長年に
わたり率先して努めてこられました。

平成27年 安全功労者
内閣総理大臣表彰

平成27年度 

大阪府危険物安全大会
　6月12日㈮大阪市森ノ宮ＫＫＲホテ
ル大阪で開催された平成27年度大阪
府危険物安全大会において、西防
火協力会常任理事、日本理化学工
業㈱（代 阪口保）様が、優良危険物
事業所として（公財）大阪府危険物安
全協会より地域安全活動表彰を受賞
されました。

（3） （2）平成27年11月（第３号）西防火協力会だより 西防火協力会だより



　平成27年度総会が5月19日（火）ベルクラシック大阪で開かれました。
西消防署から、川口署長をはじめ幹部の方々のご臨席をいただき、米島会長他
役員、会員等総勢43名が出席し開催されました。
　平成26年度事業報告、収支決算報告及び監査報告が行われ承認されました。
その後平成27年度事業計画案及び予算
案について審議された結果それぞれ原案
どおり承認・可決されました。
　また、役員の改選が行われ、野口副
会長が相談役に就任されたことに伴い後
任に、西本ガス住設機器㈱西本功氏が
副会長に就任されました。
　その他役員の皆様は再任ということで
承認されました。

消火器操法

東
大
阪
市
西
消
防
署

　
　
　

 

各
署
所
の
紹
介

  

　◎
事
業
所
で
は

○
実
態
に
即
し
た
消
火
、
通
報
、
避
難

の
訓
練
等
の
実
施

○
消
防
用
設
備
等
の
点
検
、
整
備
や
避

難
経
路
と
な
る
階
段
な
ど
の
維
持

管
理

○
豪
雨
災
害
、
地
震
発
生
に
対
す
る
対
応

○
放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り

以
上
の
よ
う
な
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
日

頃
か
ら
対
応
、
周
知
願
い
ま
す

  

◎
火
災
予
防
対
策
の
普
及
・
啓
発

　
期
間
中
、
巡
航
広
報
及
び
一
般
広
報

を
実
施
し
、
本
運
動
を
広
く
市
民
の
皆

様
に
伝
え
、
事
業
所
、
一
般
家
庭
に
お

け
る
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
す
。

○
市
政
だ
よ
り
に
よ
る
広
報

○
百
貨
店
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等

で
の
店
内
放
送

○
防
火
ポ
ス
タ
ー
、
懸
垂
幕
に
よ
る
広
報

○
消
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
広
報

○
特
別
立
入
検
査
の
実
施

順位競技種目 事業所名
優　勝

男子の部

女子の部

混成の部

屋内消火栓操法

学校法人 近畿大学（A）

準優勝 学校法人 近畿大学（B）

敢闘賞

優　勝

準優勝

敢闘賞

優　勝

準優勝

優　勝

準優勝

敢闘賞

学校法人 近畿大学（C）

近畿車輛株式会社

学校法人 近畿大学

ハウスあいファクトリー株式会社

近畿車輛株式会社（部品工場）

学校法人 近畿大学

近畿車輛株式会社（A）

学校法人 近畿大学（A）

学校法人 近畿大学（B）

消
火
器
操
法

第32回　
9
月
29
日
（
月
）
午
前
9
時
30
分
か
ら
近

畿
車
輛
株
式
会
社
グ
ラ
ン
ド
で
東
大
阪
市

西
自
衛
消
防
連
合
会
及
び
東
大
阪
市
西
消

防
署
主
催
の
第
32
回
東
大
阪
市
西
自
衛
消

防
隊
連
合
会
消
防
操
法
競
技
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
　

　
本
大
会
は
東
大
阪
西
自
衛
消
防
隊
連
合

会
各
事
業
所
の
自
衛
消
防
隊
が
消
防
技
術

向
上
と
隊
員
の
士
気
の
高
揚
並
び
に
管
内
無

火
災
を
目
指
し
、
消
火
器
操
法
男
子
・
女

子
・
混
成
の
部
（
23
隊
46
名
）、
屋
内
消
火

栓
操
法
（
9
隊

27
名
）、
32
隊
73

名
が
参
加
し
、

日
ご
ろ
の
訓
練

成
果
を
発
揮
し

競
技
を
行
い
ま

し
た
。
各
事
業

所
の
皆
さ
ん
は
、

各
競
技
に
熱
心

に
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
ま
し
た
。

消火器操法

表彰の様子表彰の様子

　
西
消
防
署
で
最
も
新
し
い
庁
舎
で
あ
る
上

小
阪
出
張
所
は
、
世
界
初
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
完

全
養
殖
化
や
受
験
者
数
が
日
本
一
で
話
題
と

な
っ
た
近
畿
大
学
の
南
隣
に
、
前
庁
舎
の
老
朽

化
に
伴
い
平
成
10
年
12
月
新
築
さ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
車
両
は
、
ポ
ン
プ
車
1
台
が
配
備
さ

れ
、
総
勢
12
名
の
隊
員
が
3
班
に
分
か
れ
24

時
間
体
制
で
従
事
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
地
域
は
高
層
住
宅
、
大
型
商
業
施
設
、

大
学
、
工
場
、
倉
庫
等
の
多
種
多
様
の
建
物
が

混
在
し
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対
応
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
我
々
上
小
阪

出
張
所
職
員
一

同
、
地
域
の
皆

様
と
連
携
を
密

に
し
な
が
ら
、

安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
街

づ
く
り
を
目
指

し
て
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
9
月
16
日
（
木
）
レ
ク
サ
ス
東
大
阪

よ
り
西
消
防
署
に
折
り
た
た
み
式
テ

ン
ト
一
式
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
テ

ン
ト
は
西
消
防
署
で
各
種
諸
行
事
等

に
有
効
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

東
大
阪
市
西
消
防
署

　
　
　

 

各
署
所
の
紹
介

平成26年

19
3
4

26
503
130
25

46,666
22
42
0
5

区　　分 増・減（△減）

12
0

△1
11

△339
△43

14
△22,254

9
17
1

△1

平成27年

31
3
3

37
164
87
39

24,412
31
59
1
4

建 物 火 災
車 両 火 災
その他火災
合 　 　 計

焼 損 床 面 積（m2）
焼 損 表 面 積（m2）
焼 損 棟 数（棟）
損 害 額（千 円）
り 災 世 帯
り 災 人 員
死 者 数
負 傷 者 数

火
災
件
数

1 位　放火（疑い含む）
2 位　こんろ
3 位　電気機器
3 位　電灯電話等の配線

10 件
4 件
3 件
3 件

火 災 原 因
ワ ー ス ト 3

　西消防署管内、平成27年上
半期（1月1日～ 6月30日）の火
災件数は37件で、昨年同期に
比べ11件増加しています。
  火災種別では、建物火災が
約84％を占めており、件数も
昨年同期に比べ12件増加して
います。
　出火原因は、放火(疑いを含
む。）が10件で最も多くなって
います。火災による死者は昨年
同期まで発生しませんでしたが、
本年は1名発生しています。
　なお、この数値は速報値で
あり、確定値ではありません。

■救急概要
　平成27年上半期（1月1日～ 6月30日）
の救急出動件数は、7,126件で、昨年同
期と比べ36件増加しています。

（平成27年1月1日～6月30日  現在と前年同期）（平成27年1月1日～6月30日  現在と前年同期）

上半期消防  概況上半期消防  概況平成27年平成27年

平成27年

31 
ー
ー

678 
98 
28 

944 
68 
91 

4,718 
470 

7,126

火 　 災
自然災害
水 　 難
交通事故
労働災害
運動競技
一般負傷
加 　 害
自損行為
急 　 病
そ の 他
総出動件数

平成26年

32 
ー
1 

716 
91 
46 

906 
71 
79 

4,716 
432

7,090

増・減（△減）

△1

△1
△38

7
△18

38
△3
12
2

38
36

　『無
防
備
な  

心
に
火
災
が  

か
く

れ
ん
ぼ
』 

を
平
成
27
年
度
の
全
国
統

一
防
火
標
語
と
し
、
平
成
27
年
11
月

9
日（
月
）か
ら
11
月
15
日（
日
）ま
で

の
7
日
間
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
火

災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図
り
、

火
災
に
よ
る
死
傷
者
及
び
財
産
の
損

失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎

年『
１
１
９
番
の
日
』で
あ
る
11
月
9

日
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
西
消
防
署
で
は
、
市
内
の
防
火
対

象
物
の
立
入
検
査
や
保
育
園
、
幼
稚

園
等
で
の
防
火
教
室
、
消
防
訓
練
等

の
開
催
、
ま
た
高
齢
者
等
を
中
心
と

す
る
火
災
に
よ
る
死
傷
者
、
被
害
の

軽
減
に
努
め
、
特
に
不
特
定
多
数
の

人
が
利
用
す
る
施
設（
遊
技
場
、
デ

パ
ー
ト
、
ス
ー
パ
ー
等
）の
防
火
管

理
体
制
の
徹
底
及
び
放
火
の
撲
滅
を

重
点
的
に
運
動
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
◎
重
点
目
標

1 

住
宅
防
火
対
策
の
推
進

2 

放
火
火
災
防
止
対
策
の
推
進

3 

特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る  

防
火
安
全
対
策
の
徹
底

4 

多
数
の
者
が
集
合
す
る
催
し
に
対

す
る
火
災
予
防
指
導
等
の
徹
底

「
救
急
車
、
必
要
な
時
は
ど
ん
な
時
？
」

を
主
題
と
し
、
救
急
の
日（
9
月
9
日
）

と
救
急
医
療
週
間（
9
月
7
日
〜
13
日
）

に
合
わ
せ
て
東
大
阪
市
西
消
防
署
は
9

月
7
日
、
近
鉄
布
施
駅
で
消
防
団
員
、

管
内
の
看
護
師
及
び
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

員
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
救
急

フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
救
急
隊
が
中
心
と
な
り
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）を
使
用
し
た
心

肺
蘇
生
法
に
よ
る
応
急
措
置
等
の
救
急

教
室
、
1
1
9
番
通
報
訓
練
や
搬
送
法

及
び
三
角
巾
の
実
演
を
行
い
、
応
急
手

当
の
重
要
性
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
ま

た
、「
救
急
車
が
必
要
な
時
は
ど
ん
な

時
？
」を
テ
ー
マ
に
、
救
急
隊
が
救
急

現
場
で
ど
の
よ
う
な
活
動
を
実
施
し
て

い
る
の
か
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

寸
劇
を
行
い
、
市
民
に
対
し
救
急
業
務

の
紹
介
と
救
急
車
の
適
正
な
利
用
方
法

事故種別
年別

■火災概要

小阪出張所前小阪出張所前

全
国
秋
の
火
災
予
防
運
動

全
国
秋
の
火
災
予
防
運
動

東
大
阪
市
西
自
衛
消
防
隊
連
合
会

　
　
　
　
　消

　防
操
法
競
技
大
会

東
大
阪
市
西
自
衛
消
防
隊
連
合
会

　
　
　
　
　
　消
防
操
法
競
技
大
会

【第32回大会競技結果】

レ
ク
サ
ス

　東
大
阪
よ
り

　
　
　テ
ン
ト
寄
贈

レ
ク
サ
ス

　東
大
阪
よ
り

　
　
　テ
ン
ト
寄
贈

の
普
及
啓
発
を
実
施

し
ま
し
た
。

AEDを↑
使用した   

救急教室   

119番通報　
訓練→

救
急
の
日
と

　救
急
医
療
週
間

 1.  諸 会 議 の 開 催
⑴役員会・常任理事会　　
⑵理事会　　　　　　　　 
⑶総会　　　　　　　   
⑷各部会　   

 2.  研修・講習会の開催
⑴甲種防火管理者講習会への協力
⑵部会研修会への協力

 3.  防火防災普及啓発活動
⑴春季・秋季火災予防運動の推進協力
⑵「救急の日」の推進協力
⑶防火協力会だよりの発行　
⑷防災意識の高揚の啓発

 4.  表 彰 事 業
⑴優良事業所、優良自衛消防隊、

優良防火管理者（事業所）、優良
危険物取扱事業所等の表彰

⑵消防活動に協力した市民、事業所
等の表彰

 5.  助 成 事 業
⑴幼年消防クラブ、女性防火クラブ、

消防団等への育成及び助成

 6.  そ の 他
⑴消防出初式、自衛消防隊操法訓

練大会、年末特別警戒等の行事
に対する参加及び激励

平成27年度　事業計画

… 必要の都度
………………… 随時開催

…………………… 毎年1回
……… それぞれ年1回以上

… 年2回

西防火協力会総会を開催

　7月1日㈬に総理官邸において平成
27年安全功労者内閣総理大臣表彰
式が行われ、火災予防関係部門で
西防火協力会会長米島康夫氏が受
賞されました。
　昭和56年以来西防火協力会の役員
として、現在に至るまで同会の中心的
な存在として、地域行事、街頭におけ
る広報活動に積極的に取り組むなど、
火災予防思想の普及、啓発に長年に
わたり率先して努めてこられました。

平成27年 安全功労者
内閣総理大臣表彰

平成27年度 

大阪府危険物安全大会
　6月12日㈮大阪市森ノ宮ＫＫＲホテ
ル大阪で開催された平成27年度大阪
府危険物安全大会において、西防
火協力会常任理事、日本理化学工
業㈱（代 阪口保）様が、優良危険物
事業所として（公財）大阪府危険物安
全協会より地域安全活動表彰を受賞
されました。

（3） （2）平成27年11月（第３号）西防火協力会だより 西防火協力会だより



新
会
員

秋の全国火災予防運動秋の全国火災予防運動秋の全国火災予防運動
11月9 日㊊ ～11月15日㊐
＝ 全国統一防火標語＝

『 無防備な  心に火災が  かくれんぼ 』

所有者（販売店）が
分かるとき

所有者（販売店）が
分からないとき

放
置
さ
れ
た

高
圧
ガ
ス
ボ
ン
ベ
発
見

 

予
防
広
報
課

保
安
規
制
担
当

　
　
　

  

に
連
絡

　

 

所
有
者

（
主
に
高
圧
ガ
ス

販
売
店
）
に
返
却

の募
集

・ 秋季全国火災予防運動
・ 西防火協力会総会
・ 安全功労者内閣総理大臣表彰
・ レクサス東大阪より寄贈
・ 救急の日と救急医療週間

・ 第32回東大阪市西自衛消防隊連合会
・ 東大阪西消防署上小阪出張所の紹介
・ 平成27年上半期消防概況
・ 放置高圧ボンベ撲滅への取組み
・ 甲種防火管理新規講習のご案内 

西防火協力会
だより

西防火協力会
だより 第3号

2015.11月1日発行

・ 秋季全国火災予防運動
・ 西防火協力会総会
・ 安全功労者内閣総理大臣表彰
・ レクサス東大阪より寄贈
・ 救急の日と救急医療週間

・ 第32回東大阪市西自衛消防隊連合会
・ 東大阪西消防署上小阪出張所の紹介
・ 平成27年上半期消防概況
・ 放置高圧ボンベ撲滅への取組み
・ 甲種防火管理新規講習のご案内 

　
平
成
25
年
2
月
、
本
市
内
の
事
業
所

に
お
い
て
、
消
費
し
た
高
圧
ガ
ス
ボ
ン

ベ
に
よ
り
作
業
員
1
人
が
亡
く
な
る
と

い
う
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
事
故
は
事
業
所
に
長
期
間
放
置
さ

れ
た
高
圧
ガ
ス
ボ
ン
ベ
を
、
不
適
切
な

取
り
扱
い
で
処
分
し
よ
う
と
し
た
た
め

に
発
生
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
止
す
る
た
め

に
、
東
大
阪
市
消
防
局
で
は
大
阪
府
下

の
消
防
本
部
（
局
）
及
び
関
係
団
体
と

協
力
し
て
「
放
置
ボ
ン
ベ
撲
滅
」
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
消
防
法
に

基
づ
く
立
入
検
査
の
機
会
を
通
じ
て
、

高
圧
ボ
ン
ベ
を
使
用
し
て
い
る
事
業
所

に
対
し
て
放
置
ボ
ン
ベ
の
有
無
の
確
認

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

【
放
置
さ
れ
た
高
圧
ガ
ス
ボ
ン
ベ
と
は
】

・
長
期
間
使
用
さ
れ
て
い
な
い
高
圧

ガ
ス
ボ
ン
ベ

・
空
き
地
等
に
投
棄
さ
れ
た
高
圧
ガ
ス

ボ
ン
ベ

　
放
置
さ
れ
た
高
圧
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は

腐
食
に
よ
る
破
裂
等
の
事
故
に
つ
な

が
り
危
険
で
す
。

【
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
】

　
放
置
さ
れ
た
高
圧
ボ
ン
ベ
は
ボ
ン

ベ
所
有
者（
主
に
高
圧
ガ
ス
販
売
店
）

に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。
所
有
者
が

わ
か
ら
な
い
と
き
は
、
予
防
広
報
課

保
安
規
制
担
当
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
保
安
規
制
担
当
で
所
有
者
の
確

定
又
は
所
有
者
の
所
在
が
わ
か
ら
な

い
と
き
は
、
関
係
団
体
に
回
収
を
依

頼
し
ま
す
。

〔
主
な
事
故
事
例
〕

　
平
成
26
年
5
月
、
大
阪
府
内
の
飲

食
店
で
高
圧
ガ
ス
ボ
ン

ベ
が
破
裂
す
る
事
故
が

発
生
し
、
幸
い
営
業
時

間
外
に
起
こ
っ
た
事
故

だ
っ
た
の
で
、
け
が
人

は
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

天
井
に
穴
が
開
き
、
床

が
欠
け
、
調
理
設
備
が

問い合わせ先

東大阪市消防局
[ 予防広報課 ]

☎（072） 966 ー 9662
東大阪市東消防署

[ 予防担当 ]
☎（072） 983 ー 0119

東大阪市中消防署
[ 予防担当 ]

☎（072） 966 ー 0119
東大阪市西消防署

[ 予防担当 ]
☎（06） 6788 ー 0119

■
講
習
日
時

　
平
成
28
年
2
月
15
日
（
月
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
50
分

　
　
　
　
　
2
月
16
日
（
火
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
40
分

泫
講
習
は
、
2
日
間
と
も
受
講
し
て

い
た
だ
か
な
い
と
修
了
証
の
交
付

は
で
き
ま
せ
ん
。

■
講
習
会
場

　
東
大
阪
市
消
防
局
（
4
階
） 

　
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

　
東
大
阪
市
稲
葉
1
丁
目
1
番
9
号

■
申
込
受
付
期
間

　
平
成
28
年
1
月
12
日
（
火
）〜

　
　
　
　
　
　
　
　
1
月
29
日
（
金
）

■
申
込
先
・
受
付
時
間

東
大
阪
市
の
各
消
防
署
（
予
防
担
当
） 

で
受
講
申
込
み
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

◎
東
消
防
署
　
鳥
居
町
3
番
3
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
７
２
）９
８
３

－

０
１
１
９

◎
中
消
防
署
　
稲
葉
1
丁
目
1
番
9
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
７
２
）９
６
６

－

０
１
１
９

◎
西
消
防
署

御
厨
栄
町
3 

丁
目
1
番
41
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
６
）６
７
８
８

－

０
１
１
９

受
付
時
間
は
午
前
9
時
か
ら
午
後
5

時
30
分
ま
で
で
す
。（
土
曜
、
日
曜
、
祝

日
を
除
く
。）

泫
会
場
の
都
合
に
よ
り
、
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　
受
講
申
込
書
（
各
消
防
署
に
備
え

付
け
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
東
大

阪
市
消
防
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。） 

に
必
要
事
項
を
記
入
し
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
の
ご
案
内

高
圧
ガ
ス
の
放
置
ボ
ン
ベ

　
撲
滅
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て

高
圧
ガ
ス
の
放
置
ボ
ン
ベ

　
撲
滅
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て

破
損
す
る
な
ど
の
大
き
な
被
害
を
出

し
ま
し
た
。

　
こ
の
飲
食
店
で
は
、
食
品
酸
化
防

止
用
に
窒
素
ボ
ン
ベ
を
購
入
し
た
の

で
す
が
、
長
期
間

使
用
せ
ず
に
放
置

し
て
い
た
た
め
に

錆
が
生
じ
、
そ
の

部
分
が
圧
力
に
耐

え
切
れ
ず
破
裂
し

た
と
推
測
さ
れ
ま

す
。

泫
郵
送
等
に
よ
る
申
込
み
の
受
付

は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

■
受
講
費
用
（
テ
キ
ス
ト
代
） 

４
，
５
０
０
円

消
防
法
第
8
条
に
定
め
る
甲
種
防
火
管
理
者
の

資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
講
習
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　西
防
火
協
力
会
で
は
新
会
員
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
お

知
り
合
い
で
加
入
し
て
い
た
だ
け

る
事
業
所
様
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
と
も
ご
紹
介
下
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

連
絡
先

東
大
阪
市
西
防
火
協
力
会

　
　
　 

（
東
大
阪
市
西
消
防
署
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
６
）
６
７
８
８

－

７
１
９
８

　 

　
　
　
　
　
　
　
　 

担
当 

小
林

（1） 平成27年11月（第３号）

【発　　行】

西 防 火 協 力 会
（東大阪市西消防署内）
ＴＥＬ  06‒6788‒7198

西防火協力会だより 西防火協力会だより （4）


